
研究の概要
篩
し ぶ

部は植物の光合成産物などを運ぶ植物にとって必須の組織ですが、
その形成制御の仕組みはよくわかっていませんでした。篩部が形成され
る細胞で発現する複数の Dof タイプ転写因子 (phloem-Dof) が篩部の細
胞分化を誘導するのみならず、篩部構成細胞の形成を阻害する分泌性ペ
プチド分子 CLE25, 26, 45の合成も誘導すること、CLE25,26,45は
BAM 受容体 -CIK 共受容体複合体によって受容されて phloem-Dof を減
少させることにより本来の篩部形成位置の周りの細胞が篩部にならない
ようにしていることが明らかになりました。

 ▍ 研究の背景と結果
篩部は光合成産物を運ぶ通路である篩管と、篩管の生命活動を助け

る伴細胞からなります。篩管は核を失った細胞が篩孔と呼ばれる小さ
な孔を介して一列につながったもので、生きていながらも栄養分を輸
送します。伴細胞は篩管にはりついて栄養分の積み込み・積み下ろし
に関わるだけでなく、原形質連絡と呼ばれる小さな孔を介して核を持
たない篩管の生命活動を支えています。この篩部の形成に関しては、
篩部形成のマスター調節因子として働く転写因子も、篩部を正しい場
所に形成させる仕組みもわかっていませんでした。まず、篩部で特異
的に発現している転写因子を候補として選びました。これらの候補遺
伝子を植物全体で発現させたときに本来は篩部ではないところにも篩
部特有の遺伝子発現を誘導できる遺伝子を探すというスクリーニング
によって、一群の Dof タイプ転写因子（phloem-Dof）を見出しました。
phloem-Dof は篩管も伴細胞も誘導できましたが、篩要素になるか伴細
胞になるかの運命がどのように分けられるかは今後の課題です。次に、
phloem-Dof 遺伝子を植物全体で発現させたときに遺伝子全体の発現パ
ターンがどのように変化するのかをマイクロアレイを用いて解析しま
した。これらは篩部形成に関わると知られている遺伝子の発現量を増
加させただけでなく、篩部形成を抑制することが知られていたペプチ
ド性シグナル分子 CLE25, 26, 45の発現量も増加させました。これら
の CLE は通常は篩部で発現しています。CLE25, 26, 45遺伝子やこれ
ら CLE の受容体遺伝子を破壊しても同じように篩部領域が拡大しまし
た。また、CLE によって活性化された受容体は phloem-Dof タンパク
質を不安定化することで側方阻害の機能を発揮していることもわかり
ました。さらに、篩部になるべき細胞で作られた CLE はその細胞での
篩部への分化を抑制しない仕組みもわかってきました。

 ▍ 研究の意義と将来展望
今回の発見は、phloem-Dofは篩部細胞形成制御の最上位で働くこと、

転写調節と細胞間のコミュニケーション分子の協調作用が正しい配置
で篩部を作り出すことを示したものであり、植物の発生の仕組みの一
端を明らかにしたものと言えます。本研究において篩部形成の制御機
構が明らかとなり、突然変異や遺伝子操作で篩部になる細胞を増やし
たり減らしたりすることができるようになりました。将来は、篩部形
成の人為制御によって作物などの栄養分の分布を制御するような技術
につながる可能性があるかもしれません。
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